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2) 羽田空港の機能強化 

羽田空港では、アクセス利便性向上を図るため、国内線・国際線間の乗り継ぎ利便性向

上や将来の航空需要拡大への対応や施設利便性の向上を見据え、人工地盤の整備やターミ

ナルの増築など、機能強化が進められている。 

 

 
画像出典：令和 5 年 4 月 7 日日本空港ビルデング株式会社記者発表 

「木造・鉄骨ハイブリッド構造採用の第１ターミナル北側サテライト施設 2026 年夏頃の供用開始に向け着工」 

図 2-2 羽田空港第１ターミナル北側サテライト施設の増築（イメージ） 

 

 
画像出典：令和 5 年 4 月 3 日日本空港ビルデング株式会社記者発表 

「羽田空港第 2 ターミナル北側サテライト－本館接続建設工事着手のお知らせ」 

図 2-3 羽田空港第２ターミナル北側サテライト－本館接続建設工事における範囲 
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3) 東京港の機能強化 

東京港は、施設能力を大幅に上回る貨物を取扱っており、抜本的な施設能力の強化が必

要となっている。また、スケールメリットによる輸送コスト低減のため、船舶の大型化が

急激に進展している。これらの課題に対応するため、新海面処分場コンテナ埠頭計画の機

能拡充と既存埠頭（大井・青海等）の再編整備が進められている。 

 

 
画像出典：国土交通省「交通政策審議会 第 90 回港湾分科会 資料 5-1 港湾計画改訂（東京港）」 

図 2-4 東京港の外内貿コンテナ取扱貨物量 

 

 
画像出典：国土交通省「交通政策審議会 第 90 回港湾分科会 資料 5-1 港湾計画改訂（東京港）」区間 

（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/port01_sg_000424.html） 

図 2-5 東京港に寄港するコンテナ船大型化動向（航路別）  
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5) 横浜港の機能強化 

横浜港では、2021 年 4 月に南本牧 MC-4 の供用を開始し、船舶の大型化・積替円滑化

等に対応した大水深・大規模コンテナターミナルを形成した。また、新本牧ふ頭では高規

格コンテナターミナルを整備中であり、大水深・高規格コンテナターミナルと、高度な流

通加工機能を有するロジスティクス施設を一体的に配置した最新鋭の物流拠点を形成し

た。 

南本牧ふ頭は我が国最大唯一の水深-18ｍ、延長 1,600ｍの岸壁を持っており、2021 年

より一体運用を開始したことで、多方面の航路の船舶が船型やスケジュールなどに応じ、

施設全体を柔軟に利用できる画期的な運用を実現した。 

新本牧ふ頭は水深-18ｍ以上、延長 1000ｍの岸壁を持つ高規格コンテナターミナルと高

度な流通加工機能を有するロジスティクス施設を一体的に配置した最新鋭の物流拠点の

形成を目指している。 

 

 
画像出典：横浜市 HP「新本牧ふ頭」 

図 2-7 横浜港 新本牧ふ頭の整備図 

 

 
画像出典：横浜市 HP「新本牧ふ頭」 

図 2-8 新本牧ふ頭の整備イメージ  
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A) 東名高速（東名川崎 IC～東京 IC） 

外環付近の高速道路（東名高速）の断面交通量は、平日・休日ともにコロナ禍前の令和

元年と同程度の水準となっている。 

 

＜平日＞ 

 
 

＜休日＞ 

 
図 2-22 東名高速（東名川崎 IC～東京 IC）における交通量 
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B) 首都高速湾岸線（大黒 JCT～川崎浮島 JCT） 

外環付近の高速道路（首都高速湾岸線）の断面交通量は、平日はコロナ禍前の令和元年

比で微増傾向、休日は同程度の水準となっている。 

 

＜平日＞ 

 
 

＜休日＞ 

 
図 2-23 首都高速（大黒 JCT～川崎浮島 JCT）における交通量 

  



























































2.広域的・地域的な課題・ニーズ把握 

2-45 

A) 国道 409号（第三京浜～国道 1号） 

外環付近の国道 409 号の断面交通量は、平日・休日ともにコロナ禍前の令和元年と同程

度の水準となっている。 

 

＜平日＞ 

 
 

＜休日＞ 

 
図 2-68 国道 409 号（第三京浜～国道 1 号）における交通量 
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B) 環状八号線（東名高速～第三京浜） 

外環付近の環状八号線の断面交通量は、平日・休日ともにコロナ禍前の令和元年と同程

度の水準となっている。 

 

＜平日＞ 

 
 

＜休日＞ 

 
図 2-69 環状八号線（東名高速～第三京浜）における交通量 
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出典：ITARDA（R1～R4 年）（死傷事故件数） 

図 2-78 国道 409 号、環状八号線の死傷事故率（R1～R4 年） 

 

 
出典：ITARDA（R1～R4 年） 

図 2-79 国道 409 号、環状八号線の事故類型(R1～R4 年） 
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地図出典：地理院地図を基に作成 

図 2-84 外環道外側の交通量と乗り継ぎルート 

 

 
図 2-85 外環道外側の乗り継ぎ割合（R5） 

  

【凡例】
■ 高速乗り継ぎ
■ 片側高速利用
■ 一般走行のみ
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A) 歩行者の事故 

歩行者事故は 76%が都道未満の区間で発生している。 

 

 
 

地図出典：DRM データ（発注者貸与）を基に作成 

図 2-98 世田谷区における通過交通台数と生活道路での歩行者事故発生地点（昼間 12 時間） 

 

  
図 2-99 世田谷区における歩行者事故の発生状況（R5）  

N＝235 
※7-19 時の集計値 
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B) 子どもの事故 

子ども事故は 73%が都道未満の区間で発生している。 

 

 
地図出典：DRM データ（発注者貸与）を基に作成 

図 2-100 世田谷区における通過交通台数と生活道路での子ども事故発生地点（昼間 12 時間） 

 

 
図 2-101 世田谷区における子ども事故の発生状況（R5）  

N＝166 

※7-19 時の集計値 
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(1) 広域的な視点 

東京南西部地域における、最新時点の社会経済状況を分析した。 

社会経済状況として把握すべき項目について下記のとおり設定した。 

 

表 2-44 社会経済活動の変化項目 

 
  

統計データ名整理項目分類

空港管理状況調書、東京税関貿易年表取扱貨物量・輸出入額・輸出入品目羽田空港の利用状況

物流

港湾調査、東京税関貿易年表、横浜税関 川崎港の貿易概況、
横浜税関貿易概況

取扱貨物量・輸出入額・輸出入品目

京浜港の利用状況
全国輸出入コンテナ貨物流動調査、港湾調査、
交通政策審議会 第58回港湾分科会

方面別コンテナ車流動、コンテナ取扱貨物量

市場統計情報品目別取扱量、産地別取扱量卸売市場の利用状況

家計消費状況調査ネットショッピングの状況

小口配送

国土交通月例経済（交通分野）宅配便の取扱個数

統計データ（日本立地総覧等）企業立地状況

立地ポテンシャル

不動産情報ライブラリ圏央道沿線の工業地の地価推移

公益社団法人日本ユネスコ協会連盟、トリップアドバイザー観光スポット広域観光

観光

空港管理状況調書、出入国管理統計統計、
FF-Data（訪日外国人流動データ）

羽田空港の旅客数・年間着陸回数の推移
羽田空港の外国人出入国者数
羽田空港利用者の移動手段
京浜港の利用者数

インバウンド 国土交通省クルーズレポート訪日クルーズ旅客数・寄港回数

FF-Data（訪日外国人流動データ）訪日外国人流動割合

訪日外国人消費動向調査訪日外国人による消費額

宿泊旅行統計調査、家計調査宿泊者数の推移、観光関連支出の変化国内

景気ウォッチャー調査景気動向の変化景気地域経済

家計調査自動車関連支出、公共交通関連支出の変化交通手段選好生活
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図 2-126 川崎港の輸出額（年別） 図 2-127 川崎港の輸入額（年別） 

 

 

図 2-128 川崎港の輸出入額（年別）  

 

 
図 2-129 川崎港の輸出入額の推移（上半期・下半期） 
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A) 企業立地状況 

 
※図面上の道路ネットワークは、令和 2 年 3 月末時点 

地図出典：NTT インフラネット株式会社の地図を基に作成 

図 2-154 企業立地状況（H22 以降） 
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F) 訪日クルーズ旅客数 

クルーズ船による外国人入国者数は、近年減少傾向にあったが、2020 年 3 月以降は新

型コロナウイルスの影響により国際クルーズの運航が停止し、2020 年の入国者数はさら

に大幅に減少した。2021 年および 2022 年には、訪日クルーズ旅客数はゼロとなってい

る。 

その後、2023 年 3 月に日本での国際クルーズ船の受け入れが再開され、同年にクルー

ズ船で入国した外国人旅客数は約 36 万人となり、コロナ禍前の水準（2018 年）の約 15％

まで回復した。 

 

 
図 2-172 クルーズ船による外国人入国者数 
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① 大田区 二酸化窒素濃度 

大田区の二酸化窒素濃度は減少傾向となっている。 

 

② 大田区 浮遊粒子状物質 

大田区の浮遊粒子状物質は減少傾向となっている。 

 

 
図 2-206 大田区東糀谷 

浮遊粒子状物質 年平均 

※2023 年度は計測データなし 

 
図 2-207 大田区環八通り千鳥 

浮遊粒子状物質 年平均 
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図 2-204 大田区東糀谷 

二酸化窒素濃度 年平均 

※2023 年度は計測データなし 

 
図 2-205 大田区環八通り千鳥 

二酸化窒素濃度 年平均 
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③ 世田谷区 二酸化窒素濃度 

世田谷区の二酸化窒素濃度は減少傾向となっている。 

 

 
図 2-208 世田谷区環八通り八幡山 

二酸化窒素濃度 年平均 

 

 

④ 世田谷区 浮遊粒子状物質 

世田谷区の浮遊粒子状物質は減少傾向となっている。 

 

 
図 2-209 世田谷区環八通り八幡山 

浮遊粒子状物質 年平均 
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⑤ 川崎市 一酸化窒素濃度 

川崎市の一酸化窒素濃度は全地域で減少傾向となっている。 

 

 
図 2-210 川崎市幸区 一酸化窒素濃度 

 
図 2-211 川崎市中原区 一酸化窒素濃度 

 

 

 
図 2-212 川崎市幸区遠藤町 

一酸化窒素濃度 

 
図 2-213 川崎市中原平和公園 

一酸化窒素濃度 

 

 

 
図 2-214 川崎市麻生区柿生駅 一酸化窒素濃度 
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⑥ 川崎市 二酸化窒素濃度 

川崎市の二酸化窒素濃度は全地域で減少傾向となっている。 

 

 
図 2-215 川崎市幸区 二酸化窒素濃度 

 
図 2-216 川崎市中原区 二酸化窒素濃度 

 

 

 
図 2-217 川崎市幸区遠藤町 

二酸化窒素濃度 

 
図 2-218 川崎市中原平和公園 

二酸化窒素濃度 

 

 

 
図 2-219 川崎市麻生区柿生駅 二酸化窒素濃度 
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⑦ 川崎市 浮遊粒子状物質 

川崎市の浮遊粒子状物質はおおむね全地域で減少傾向となっている。 

 

 
図 2-220 川崎市幸区 浮遊粒子状物質 

 
図 2-221 川崎市中原区 浮遊粒子状物質 

 

 

 
図 2-222 川崎市幸区遠藤町 

浮遊粒子状物質 

 
図 2-223 川崎市中原平和公園 

浮遊粒子状物質 

 

 

 
図 2-224 川崎市麻生区柿生駅 浮遊粒子状物質 
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A) 通勤流動 

令和 2 年の通勤流動では、内々の移動では、川崎市内や大田区内が多い。また、

横浜市からの 2 区 1 市内への移動や、2 区 1 市内から東京 23 区への移動が多い。 

平成 27 年と令和 2 年を比較すると、世田谷区、大田区、川崎市の内々流動や、通

勤で東京に流出する人が増加している。一方で、2 区 1 市外からの流動は概ね減少

傾向である。 
 

 
地図出典：NTT インフラネット株式会社の地図を基に作成 

図 2-270 通勤流動（平成 27 年） 

 

 
地図出典：NTT インフラネット株式会社の地図を基に作成 

図 2-271 通勤流動（令和 2 年） 

※世田谷区・大田区・川崎市内の流動は各市区、世田谷区・大田区・川崎市外との流動

については、2 区 1 市計の合計としている。  



2.広域的・地域的な課題・ニーズ把握 

2-145 

B) 通学流動 

令和 2 年の通学流動では、内々の移動では、川崎市内や世田谷区内が多い。また、

東京 23 区、横浜市、東京都市町村との往来も一定数みられる。 

平成 27 年と令和 2 年を比較すると、世田谷区内の流動は増加している一方で、2

区 1 市外との往来は概ね減少傾向である。 

 

 
地図出典：NTT インフラネット株式会社の地図を基に作成 

図 2-272 通学流動（平成 27 年） 

 

 
地図出典：NTT インフラネット株式会社の地図を基に作成 

図 2-273 通学流動（令和 2 年） 

※世田谷区・大田区・川崎市内の流動は各市区、世田谷区・大田区・川崎市外との流動につ

いては、2 区 1 市計の合計としている。  





2.広域的・地域的な課題・ニーズ把握 

2-147 

 

表 2-74 救急医療機関一覧 
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(1) 物流 

 

 
図 2-279 物流に関連する動向 

  

○周辺湾岸部には京浜港（東京港、川崎港、横浜港）が存在しており、我が国の物流の

玄関口となっている。（外貿コンテナ取扱個数では我が国の約 4割を担っている状

況） 

○また、周辺では Amazonがラストワンマイルの起点としてデリバリーステーションを

開業（R6年 8月）。 
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(2) 災害対応 

1) 令和元年台風 

 令和元年台風第 19号の概要 

 
 

 

 

出典：令和元年東日本台風（台風 19 号）を踏まえた対応について（国土交通省 令和 4 年 10 月）を基に作成 

図 2-280 令和元年台風第 19 号における全国の降水量と多摩川水位の状況 

  

○令和元年 10月 6日に発生した台風 19号は強い勢力で関東を通過し、10日から 13日

までの総降水量は関東甲信越、東北地方などの多くの地点で観測史上 1 位の値を更

新。 

○多摩川の石原および田園調布水位流量観測所では計画高水位を超過（石原では 6 時

間にわたり超過）。 
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 令和元年台風第 19号による多摩川の被害状況 

 
 

 

出典：令和元年東日本台風（台風 19 号）を踏まえた対応について（国土交通省 令和 4 年 10 月） 

図 2-281 令和元年台風第 19 号における浸水状況 

  

○多摩川では、令和元年東日本台風（台風第 19号）により河川水位が上昇し、東京都

世田谷区玉川で溢水（いっすい）による浸水被害が発生。 

○溢水により面積約 0.7ha、家屋約 40戸が浸水となったほか、各地で内水等による浸

水被害が発生。 
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 多摩川緊急治水対策プロジェクト 

 
 

 

出典：多摩川緊急治水対策プロジェクト（令和 6 年度版） 

図 2-282 多摩川緊急治水対策プロジェクト 

  

○令和元年東日本台風（台風第 19号）により、甚大な被害が発生した多摩川において、

国、都、県、市区が連携し「多摩川緊急治水対策プロジェクト」として以下をとりま

とめ。 

◯河川・流域における対策やソフト施策を実施し、「社会経済被害の最小化」を目指す

こととしている。 
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 川崎市における対策検討状況 

 
 

 

出典：令和元年東日本台風における災害対応に関する検証結果について【概要版その 2】(川崎市）を基に作成 

図 2-283 川崎市の河川対策 

 

 
 

 

出典：令和元年東日本台風による排水樋管周辺地域の浸水に関する検証について【その 3】（川崎市）を基に作成 

図 2-284 川崎市の樋管対策  

○川崎市（河川対策）では以下のようなハード、ソフト対策を実施予定（一部設置/実

施済み）。 

◯ハード対策は、多摩川に接続する三沢川、平瀬川、河港水門の３地域で実施予定。 

○川崎市（樋管対策）では以下のようなハード、ソフト対策を実施予定（一部設置/実

施済み）。 

◯短期的な対策では、河川水位の変化によるゲート操作の基本方針が定められている。 

◯中長期的な対策では、ポンプ施設、調整池等の手法が上げられているが用地確保の

課題が存在し、長期的な対策が必要。 
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 大田区における対策検討状況 

 
 

 

出典：令和元年台風 19 号における田園調布地区内水解析検討について（大田区 R2.9) 

図 2-285 田園調布地区内水解析検討（大田区） 

  

○大田区では、田園調布地区内水解析検討を行い、主な浸水原因を確認。 

◯浸水軽減策として、無人での排水活動体制の構築、大田区・東京都（下水道局）・世

田谷区の情報連携、多摩川水位低下のための河道掘削が上げられている。 
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 世田谷区における対策検討状況 

 
 

 

出典：令和元年台風第 19 号に伴う上野毛・野毛地区、玉堤地区における浸水被害の検証について（最終報告） 

（世田谷区 R2.10)を基に加工して作成 

図 2-286 世田谷区の対策 

  

○世田谷区では、上野毛・野毛地区、玉堤地区についてシミュレーションを行い浸水被

害の要因を確認。 

◯浸水被害の軽減策として、「避難勧告等の判断・伝達マニュアル」の判断基準の見直

し、堤地内における浸水の発生を把握する施設整備、早期段階における情報発信な

どが上げられている。 
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3) 周辺地域・周辺水系を含めた治水事業 

 多摩川水系 

 
 

 

出典：京浜河川事務所「多摩川水系流域治水プロジェクト（R6.3 更新）」 

図 2-287 周辺地域における治水事業① 

  

○多摩川水系では、戦後最大洪水と同規模の洪水に対して堤防からの溢水を回避し、

流域における浸水被害の軽減を図るため、複数の治水事業が進められている。 
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出典：城南地区河川外３河川流域治水プロジェクト 

図 2-288 周辺地域における治水事業② 

  

○城南地区河川、越中島川、築地川、汐留川の流域では、ハード・ソフト一体となった

実効性のある事前防災対策が進められている。 
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 鶴見川水系 

 
 

 

出典：京浜河川事務所「鶴見川水系流域治水プロジェクト（R6.3 更新）」 

図 2-289 周辺地域における治水事業③ 

 

  

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生。 

◯鶴見川水系では、上流部は急勾配、下流部は河床勾配が緩く、かつ蛇行しているた

め、流水が滞留し、洪水被害が発生しやすい。 

◯さらに流域の市街化が急激に進んだことに伴い、河川への流出量の増大等の変化が

生じている特性を踏まえ、流域における浸水被害の軽減を図るため、複数の治水事

業が進められている。 
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(4) まちづくり 

1) 京浜港周辺開発/研究施設等 

 

 
 

 

出典：国土交通省「スマートシティ実行計画」、川崎市「KING SKYFRONT パンフレット」、川崎市「JFE スチール株式

会社東日本製鉄所京浜地区の高炉等休止に伴う土地利用方針（案）」を基に作成 

図 2-291 京浜港周辺の開発研究施設分布 

  

○近年、「HANEDA INNOVATION CITY」がオープンし、研究開発施設をはじめ多彩な施

設が集積。 

◯川崎市が進める都市開発プロジェクト「キングスカイフロント」が川崎市殿町にあ

り、研究開発から新産業を創出するオープンイノベーション拠点として整備されて

いる状況。 

◯また、今後、扇島内の JFEスチール跡地に土地利用転換による開発が進行中。 
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2) 調査の実施 

 調査対象企業選定 

前述の調査対象企業選定の考え方に基づき、5 つの選定視点においてそれぞれ具体的な

調査対象企業の選定を行った。さらに選定を行った計 22 社の中から、発注者と協議のも

と、社会動向等を踏まえ、特に調査の重要度が高いと考えられる企業計 5 社にアポイント

メントを行い、そのうち応じて頂けた 4 社に対し企業ヒアリングを実施した。選定した調

査対象企業及びアポイントメントを実施した企業、ヒアリング調査実施企業一覧を表 

2-100 に示す。 
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 設問設定 

過年度のヒアリングにおける設問を参考に、各社の事業分野、事業内容や、各社を選定

した際の視点等により、各社における設問項目を表 2-101 に示すとおり設定した。 
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表 2-101 ヒアリング調査 各社設問項目 

  

※●：調査票に記載する調査項目（●：特に意見を頂きたい項目） △：調査票に記載しないが、ヒアリング時に必要に応じて調査する項目

災害 観光

安全性向上に伴う

価値向上

ツアー企画や運行

に係る道路の必要

幹線道路の

定時性

幹線道路の

安全性

大分類 中分類 小分類 設問項目（案）
コンテナ陸上輸送

事業者
自動物流等事業者

トラック

ターミナル

沿線企業の

中小企業

沿線企業の

工場
地域施設

外国人向け

バス事業者
路線バス事業者 タクシー事業者

1 事業活動 事業概要 貴社（当該事業所・施設）の事業内容について教えてください。（事業概要、規模 など） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 貴社で行っている対策内容について教えてください。 ● ● ● ● ● △ ● ● ●

3 また、その取組みの中で特に力をいれている内容があれば具体な内容を教えてください。 ● ● ● ● ● △ ● ● ●

4
高速利用

の有無
道路を利用する際の高速道路利用の有無、頻度、利用目的（時間短縮のため など）等を教えてください。 ● ● ● ● ● △ ● △ △

5
WISENETの実現に向けて貴社の事業の観点から外環事業において適用が望ましいと考える道路の多機能化について教

えてください。
● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 ①自動物流道路の整備（ドライバーの拘束時間が減るため、負荷軽減する 等） ● ● ● ● ● △ △ △ △

7 ②防災等の治水機能（地域の洪水リスクが減るため） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 ③モーダルシフト（ドライバーの拘束時間が減るため、負荷軽減する 等） ● ● ● △ △ △ △ △ △

9 ④自転車高速道の整備（自動車との分離を行うことで、安全が保たれる 等） ● ● ● ● ● △ ● ● ●

10 ⑤電力ハイウェイの整備（電力の安定した供給 充電機能の追加 等） ● ● ● ● ● △ ● △ △

上記で回答頂いた期待を感じる多機能含めて機能追加時の望ましい条件。 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 上記で回答頂いた期待を感じる多機能含めて機能追加時の留意事項。 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

13
外環（関越～東名間）、外環（東名～湾岸間）、もしくは両路線が整備された場合に期待される効果について下記の

観点から貴社の事業活動に与える影響を教えてください。
● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 ①所要時間の短縮（高速道路や、外環以南周辺一般道について） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

15 ②定時性・時間信頼性の向上（高速道路や幹線道路がない・脆弱など、アクセスが大変な方面・地域） ● ● ● ● ● ● ● ● △

16 ③拠点アクセス性の向上（インターチェンジが遠い、幹線道路が少ない等） ● ● ● ● ● ● ● △ △

17 ④高速道路ICへのアクセス性の向上 ● ● ● ● ● ● ● △ △

18 ⑤安全性の向上 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

19 ⑥経路選択肢の増加 ● ● ● ● ● ● ● △ △

20 ⑦上記以外に期待される効果 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

21 箇所 上記で回答頂いた課題を感じる箇所、事業活動に与える影響を教えてください。 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

22 道路行政 近年の道路行政全体について、ご意見があれば教えてください。 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

23
外環事業へ

の要望

外環事業を進めていく上で、要望されることがあれば教えてください。

（事業に関する情報を今後も提供してほしい、現場見学会を開催してほしい など）
● ● ● ● ● ● ● ● ●

その他

NO

物流2024問題

対策内容

道路利用時

の課題

ヒアリング調査対象企業（案）

道路整備に期

待する効果に

ついて

効果

課題

物流 産業

期待

生活

調査項目（案）
製品輸送に係る速達性、信頼性 生産性向上に資する道路の必要性

多機能空間利

用

道路の多機能

空間への進化

について

事業概要

の把握
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 調査結果一覧 

各社のヒアリング結果について、各社ごとに簡潔に取りまとめたものを図 2-337～図 

2-340 に、調査項目ごとに各社結果を横並びで整理した調査結果一覧表を表 2-102 に示

す。 
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図 2-337 ヒアリング結果まとめ１  
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図 2-338 ヒアリング結果まとめ２  
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図 2-339 ヒアリング結果まとめ３  
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図 2-340 ヒアリング結果まとめ４  
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 取りまとめ資料作成 

外環以南の事業について訴求力のある整備効果を示すには、過年度資料と同様に、東京

外環事業の必要性や期待すること等の「企業の声」と「定量的な分析」を組み合わせるこ

とで、より説明力ある整理が可能と考えたため、効果項目ごとにヒアリング結果を踏まえ

た整備効果とりまとめ資料を作成することとした。 

なお、とりまとめ資料には過年度の企業ヒアリング調査結果による企業の声も含まれる。 

作成した整備効果とりまとめ資料を 図 2-341～ 図 2-353 に示す。 

 

  






























